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Q21 新しいリーダー

公民舘では人々の自主的な学習活動の推進!こ努力していますが、さき後地

域の人材!こ指導者として活躍してもらう定め!こミどのような方策があるか

教えてくだ、さい由

Answer 白リーダーとリーダーシップのとらえ方

(1) これまでのリーダー論

これまで¥リーダーというと「指導者」という訳語が与

えられる場合が多かったといえます。また、「集団の目標

達成や集団の維持、統合において重要な地位を占め、重要

な役割を果たす者」と定義されるように、集団の成立を前

提:としています。

リーダーの役割 | さらに、そのリーダーは、「フォーマノレ・リーダーJと
・最も多く行為をしか|Irインフォーマノレ・リーダ-Jに分けられ、公的に選ばれ
ける人 | 

・最も多く行為を受け|たリーダーと、自然発生的に生まれたリーダーに分けられ

る人 |てきました。さらに加えるならば、リーダーは集団に一人
圃最もいいアイデアを|
出す人 |とは限らず、いくつかの役割が確認される中で、 リーダ-

E集団を引っぱってし¥I的役割も分化するものとしてとらえられてきました。それ
く人 | 

|は
圃最も成員から好かれ|

ている人 | ①最も多く行為をしかける人

リーダーシツブ
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②最も多く行為を受ける人

③最もいいアイデアを出す人

④集団を引っばっていく人

⑤最も成員から好かれている人

というものでやす。

リーダーシップとは、「集団の目標達成や集団の維持、

統合といった集団機能に関する特定成員の働きを意味す

る」と定義されます。このようなリーダーの働きをリーダ



ーシップというわけです。特に、リーダーシップとは、集

団の成員(フォロアー)の自発性を尊重するリーダーの指

導行動に限定されて使われてきました。「集団の成員がみ

ずから進んで集団の活動に参与して集団の目標の達成に努

めるように誘導し、しかも成員相互の連帯性を維持させる

ような、集団生活における本質的な機能の一つ」といわれ

るのは、その意味です。

このようなリーダ一、あるいは、リーダーシップは、社

会学等の研究の歴史の中ではEのように考えられてきたの

でしょうか。少し振り返ってみたいと思います。

はじめは、他の成員とは違ったパーソナリティ特性がリ|人格特性

ーダーにはあるのではないかと考えられました。すなわ

ち、能力や業績、責任感、参加態度、地位などが集団の成

員とは違うものをもっているのではないかというもので

す。しかし、特別に変わった特性があるわけではないとい

う結果が出ました。

次に考えられたのは、リーダーが特別な性格(特性)を|指導の仕方
|指導類型

もっと考えるのではなく、リーダーの「指導の仕方」に特|
|皿権威的

徴があるという見方です。リーダーの人格特性ではなく、 1.民主的
指導類型として、「権威的Jr民主的Jr放任的」というパ|・放任的
ターンを考え、集団活動がどのように変わるかをみようと

しました。指導の仕方として「民主的」なリーダーの場合、

集団活動を促進するという結果が出ました。

第三に検討されたのは、リーダーが置かれている社会的|社会的状況

な状況が重要ではないかというものでした。その結果、集

団目標の性質、集団構造、成員の態度や欲求、外の環境か

ら集団に寄せられている期待なEがリーダーシップを意味

あるものにしているということが分かりました。
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もちろんそうした活動の場における人々(個人個人)の

つながりを促進するためには、

①意識の共有

②目標の共有

③知恵の共有

④情報の共有

などが必要であるとも指摘しています。

また、そのようなリーダーが留意すべきこととして、

①ピジュアノレに投げかける

②まめにコメントをつける

③「なぜだろう?Jという質問をしつこくたずねる

④ポジティブにとらえる

ことをあげています。

いずれにしても、先のリーダーやリーダーシツプの研究

成果を踏まえ、今日の新しいリーダーを考える必要がある

ように思われます。

回これからのリーダーとリーダーシップ

(1) これからのリーダー

では、これからのリーダーはEのようなリーダーが必要

なのでしょうか。私たちはリーダーというし何か教える

知識や技術をもった人だけをリーダーと考え、リーダーす

なわち指導者と考えてきました。しかし、先に見たように、

リーダーは特定の知識や技術を持った人たちだけではあり

ません。

つながりの要素

①意識

②目標

③知恵

④情報

リーダーの態度

①ピジ、ユアルの提供

②コメントの蓄え

③質問・疑問の提示

④ポジティブな姿勢

多様なリーダー

生涯学習の活動が活発になるにつれて、また、学習内容|学んだ成果を生力、す

の多様化や高度化が進むにつれて様々な「リーダー」が必

要になってきています。特に、学んだ成果を生かしたいと
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学習のプロセス

園調べるー模索

圃手がかりを得る

・学習の活用・深化
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思う人が増えているのも事実て¥そのような人々のために

何とか活躍の場を増やしていく必要性も増大しています。

ボランティアとして活躍したいという人も増えています。

学習内容、学習活動の多様化に対応するためには、学習

活動をとらえ直すことも必要でしょう。学習要求をもった

人はどのようなプロセスで学習活動を開始し、学習活動を

進めていくのでしょうか。一般には次のようなプロセスを

たEるといえましょう。

r1可かをしたい」と考えた学習希望者は、まず、く情報
を調べる><相談する〉く見学する〉などの行動をとるでし

ょう。(模索)の段階です。

次に、「何がしたいかが分かる・決まるJという、学習

の(手がかりを得る)段階です。この段階では、く教材を

子にする〉く指導者に出会う><会場を確保する〉く講座に

登録する〉などの行動が生じます。手がかりを得た次は、

自分の都合のよい方、法に従って「学習実践活動Jの段階に

入っていくでしょう。この段階でふくもっと深く学ぶ、

異なる分野の学習を進める〉く学習成果を発表する〉く学習

した成果を活用して、教える、仕事につなげる、ボランテ

ィア活動に生かす〉など(学習の活用・深化)が始まりま

す。この段階にくれば、自分で一人立ちしたり、生きがい

を獲得したりということになるでしょう。

学習のプロセスをこのように考えると、( )のそれぞ

れの段階で、学習者を支援する人が必要になります。学習

集団だけを指導するのが「指導者Jと考えるのではなく、

このような、学習のプロセスの中で、それぞれの段階で、

く 〉で示した内容を学習希望者・学習者にアドバイスし

ていくことは、社会教育・生涯学習にとって重要なリーダ



ーの役割と考えられないでしょうか。

このように学習活動のプロセスをとらえ直してみたと|人と人をつなぐリーダ

き、そこにかかわる「指導者J=リーダーには、いろいろ

な種類が必要になるといえるでしょう。また、学習活動、

学習内容そのものについての知識を豊富にもたなくても、

人と人をつなくやことに中心をおいたリーダーも考えられま

す。このことについては、次に検討することにしましょう。

(2)必要とされるリーダーシップ

これまでのリーダーシツプは、集団を非常に固定的に考

えてきたものといえるでしょう。しかし、現在のような社

会では、一人一人の個人の能力が高まり、情報化社会の中

て¥誰でも同じような情報が子に入るようになると、「集

団」も性格が変わってくるといえるでしょう。

また、生涯学習の活動が多様化する中て¥既存のグルー

フ0 ・サークノレなEの団体への加入だけが、学習方法という

わけではありません。

特iこ、ォ、ットワークの時代といわれる現代では、人々の|個々人の主体性の尊重

つながりも緩やかなものになってきています。既成の集団

(学習集団、グループ・サークノレ)に入りづらいとか、い

くつもの集団に加入して活動しているという人も多くなっ

ています。そうした中でのリーダーシップは、それぞれ自

分の集団を中心に考えながらも、その集団だけを考えるの

ではうまくいかないでしょう。個々人の主体性を十分に尊

重した上て¥先にみたようなリーダーシツプを発揮するこ

とが大切です。
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団リーダーの育成と活躍

(1)注意すべき点

リーダーは r(教えるべきもの、特性として)何かをも
っているJという観点が重要なものと考えられていまし

た。しかし、上記で検討したように、人々の学習活動を中

心にみたとき、「特技・知識」をもっているというだけが

重要なものとはいえないことが分かるかと思います。ま

た、これまでの「集団を対象に教える」というイメージも

変える必要があるようにも思います。

そこで、リーダーの育成と活躍を考える際に、注意すべ

き第一点は、「リーダーのとらえ方を変えるJということ

ではないでしょうか。そのことをふまえて、これまで述べ

たいくつかのリーダーやリーダーシップの考え方をもとに

しながら、リーダー育成な Eで注意すべき点について検討

しましょう。

リーダーの育成の注意| まず、これまでの延長で「リーダー=指導者」と考える

点 |場合です。特技(お茶、お花、英会話等々)を身につけて
圃リーダーのとらえ方|

を変える |いる人には、「教え方(教授技術)Jや、「学習者の特性」、

掴集団運営の知識・技|場合によっては、地域の条件や実情について、学んでもら
術を身につける | 

• r引っ張るJから「指|う必要があるでしょう。
し示すJへ | 次に、集団運営を中心に考える場合です。小集団といわ
・固定的な集団にこだ|

|れるグループ・サークノレの場合は特に、「生まれては消え
わらない | 

・ネットワークについ|るJということは当たり前に考えられています。しかし、
ての知識や技術を身|生涯学習として継続的な学習活動制子うとすれば、集団運
につける | 
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営を適切に行い、グルーフ0 ・サークノレ活動を継続させてい

くことが必要になるでしょう。ですから、「集団運営の知

識・技術Jを身につけてもらうことはやはり大事なものと

考えられます。



ド官.川(広三-守-マミ111三.主:三三三在三:.
そして、リーダーを広〈考えれば、学習相談や情報提供

なE、学習のプロセスに従った「指導者」が必要になりま

す。文字Eおり、円!っ張っていくJのではなく、「指し示

す」ことを中心にしたリーダーが求められるといえましょ

う。学習相談員や生涯学習オ、ットワーカーなE、様々な名

称で生まれてきている新たな指導者がこれに相当すると考

えられます。それらの人々に身につけてもらいたいこと

は、学習相談とは何か、学習内容や学習方法(学習の進め

方)、地域における学習施設なEの資源や利用方法なEで

はないで、しょうか。

注意すべき第二点は、これからのリーダーがかかわるの

は固定的な集団にこだわらないということでしょう。上記

に示したような、新たなリーダーは、これまで学習活動を

自ら進めてきた人たちも多いでしょう。そうした経験を生

かして、人々がどのように学習活動を進めればよいかを指

し示してあげることができる人々です。そうした人々が、

新たに学習を開始したいと考える人々や、必要な学習をす

る集団を結成しようという人々、さらには、一人で悩んで

いる人々を、学習の場や学習集団、学習施設に結びつけて

い〈ためには、オ、ットワークについての知識や技術が必要

となるで、しよう。

(白活動の援助

リーダーを育てることと同時に、リーダーとして活躍で、|活動の場の確保

きるような場を確保することが何より大事です。そのよう

な場の確保と同時に、学習した成果を評価するということ|学習成果の評価
|リーダーとしての社会

の重要性です。知識・技術をもった新たなりーダ一候補者|
|的認定

が活躍すべき場に受け入れてもらうためには、評価サーピ

スが必要になるといえるでしょう。それぞれの役割、施設、
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場、活動内容に応じて、必要tされる知識・技術な Eを身

につけているかEうかが社会的に認められることによっ

て、リーダーが受け入れられるかEうか決まるのではない

社会的な評価サーピ、ス|て、しょうか。社会的な評価サービスを行う際の留意点は、

次の三点が大事であるといわれています。

①評価からの自由の原則(学習成果の評価を求めるかE

うかは学習者の自由である)

②評価独立の原則(学習成果の評価は、学習機会の提供、

学習成果の活用から切り離して行う)

③人物評価排除の原則(学習成果の評価には人物評価を

含めない)

回方策

では、最後に、これまでの議論をまとめながら、 Eのよ

新しいリーダーの活躍|うにしたら、新しいリーダーに活躍してもらえるでしょう

方策 | 
|か。その点を考えてみましょう 0

・人材パンクの整備 | 

圃幅を広げたリーダー|①これまでのように、知識・技術をもった人に、地域で団体

養成 | 活動、集団活動を進める中で学習活動ができるような、
-評価の導入

園資金援助
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サークノレ運営の知識を身につけてもらうということでし

ょう。これまでのリーダー養成といってもよいでしょう。

そうした人を含めた、人材ノfンクを整備することは、基本

的に必要なことでしょう。このパンクを、地域住民の学習

活動に生かしてもらうように、情報提供していくことが

あげられます。「市民講師名簿J(狭山市)の冊子をつく

り、生涯学習施設な Eに配布して利用してもらいます。

②その一方で、新しいリーダーを見つける・育成するプロ

グラムの立案・実施があげられるでしょう。これまでの

リーダー養成や研修から、幅を広げてリーダーをとら



え、養成・研修することが考えられます。一人一人のも

つ特技・能力を生かしながら、オ、ットワークづくりに貢

献できるような人材育成が考えられます。「子育てオ、ッ

トワーカー養成講座J(埼玉県)のようなものがその例

でしょう。

③生涯学習の機会な Eで学習を積み重ねてきたその成果を

評価することがあげられます。評価をしてもらうことに

よって、学習者は新たな出発点にたつことができます。

逆に言えば、学習を積んだ学習者に活躍してもらいたい

という立場の人は、評価の結果を利用することにより、

学習者に活動の場を与えることができます。いろいろな

施設でのボランティアの導入な Eは、このような学習成

果の評価があって、可能になるように思われます。その

他、市民学芸員制度(長浜市)、学習相談員の配置(横

浜市)、多くの地域で始められている「コミュニティ・

スクーノレJという学校開放の世話をするようなボランテ

ィア導入の場合も、その一つでしょう。

④すでにこれまでにもみられることとして、新たな学習活

動な Eの事業企画を募集するということや、グルーフ。て、

学習活動を行う場合に資金援助をするい、うような事業

も考えられます。地域住民の学習活動の活発化に寄与す

るリーダーは今後ますます重要になってくるでしょう。
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